
201９年度 

◆西村多寿子さん（博士） 

「日本の臨床研究の質向上に向けてメディアの果たす役割」 

～研究不正の報道は臨床研究のルールづくりに影響を与えたのか～ 

 

◆井手公正さん（修士） 

日本とデンマーク、両国を経験した留学生の障害者観の変化 

～障害当事者の視点で原因を分析する～ 

 

◆田中知世子さん（修士） 

「要介護状態になったとき自宅で生活を継続するための条件」 

～100年人生を自分らしく生きるために～ 

 

◆野田里美・月﨑時央さん（修士） 

精神病薬を断薬して回復した人々の物語ー当事者の語りから考察する薬の適正使用ー 

 

  

 

 

 


